光の現象をめぐる彫刻表現 [要旨] by 川島 大幸
    
 
 
氏名 川島 大幸 




学位論文等題目 〈論文〉 光の現象をめぐる彫刻表現 
 〈作品〉 《Interacting garden: BLUE》 
《水神 ― ｎａｔｕｒａｌ ｂｏｒｎ ―》 
《STONE ― prototype ―》 
《INVISIBLE》 
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 林 武史 
（論文第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 布施 英利 
（作品第１副査） 東京藝術大学 准教授 （美術学部） 原 真一 
（副査） 東京藝術大学 教授 （美術学部） 佐藤 時啓 












































































そして以上のような、光と彫刻（＝石などの素材）の考察に、「水神 — natural born —」における月や地






























































で、「水神 –natural born-」はガラスの祠が海の干満によって表出、水没を繰り返す。「STONE –prototype-」
は自然石を型とりFRPに置き換えメッキしたことで表れるイメージの変容。「INVISIBLE」はガラスの塊に月の
写真をプロジェクションすることで「視覚のかたち」を生み出す。彼の光に対する想いが、派手さはないが
これらの作品ひとつひとつから静謐ながら色気を持って迫ってくる様子は秀逸である。 
川島大幸は、この研究によって作品が物質を超越した精神世界の光と彫刻が相まって、現代の精神と異世
界を内包するものとなることを提示した。論述展開、彫刻研究の内容に思索の痕跡が随所に見られ、論文、
作品ともに高く評価出来る。 
以上のような結果から、審査にあたった主査、副査ならびに彫刻科教員一同、全員一致で博士学位授与に
相応しいと判断した。 
